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ラ
ー
で
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
光
景
、
そ
の
道
の
側
を

敗
戦
し
て
行
く
先
も
分
か
ら
ず
黙
々
と
歩
か
さ
れ
る
私

ど
も
日
本
兵
の
姿
（
満
ソ
国
境

春
峠
）。
こ
ん
な
事

が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
た
め
に
も
平
和
な
世
界
を

つ
く
っ
て
下
さ
い
。

抑

留

記
長
野
県

中

村

良

惠

私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
五
日
、
長
野
県

伊
那
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
十
日
、
現
役
兵
と
し

て
東
部
三
八
連
隊
に
入
隊
。
同
月
中
に
北
支
陣
六
三
師
団

独
立
歩
兵
第
二
五
大
隊
第
三
中
隊
に
配
属
、
初
年
兵
教
育

を
受
け
ま
し
た
。
四
月
よ
り
河
南
作
戦
参
加
後
、
師
団
は

二
十
年
五
月
に
満
州
に
移
動
す
る
ま
で
河
北
省
全
域
に
わ

た
り
移
動
討
伐
作
戦
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
部
隊
は
満

州
の
通
遼
に
移
動
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
承
徳
作
戦
（
万
里

の
長
城
内
外
）
に
参
加
。
そ
の
間
の
八
月
八
日
に
ソ
連
軍

の
進
攻
を
知
り
ま
し
た
。
二
日
間
の
強
行
軍
で
承
徳
ま
で

出
て
、
そ
こ
か
ら
汽
車
で
錦
州
ま
で
行
き
、
日
本
人
学
校

に
入
り
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
正
午
、
全
員
整
列
が
あ
り
、
玉
音
放
送
を

聞
き
ま
し
た
が
、
意
味
は
雑
音
で
聞
き
取
れ
ず
、
部
隊
は

出
動
命
令
が
出
て
、
汽
車
で
奉
天
（
瀋
陽
）
ま
で
北
上
し

て
貨
物
廠
に
入
り
ま
し
た
。
四
日
後
、
ソ
連
兵
が
入
っ
て

き
て
、
こ
こ
で
武
装
解
除
さ
れ
、
北
陵
大
学
に
集
結
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
何
万
人
も
集
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
九
月
初
め
か
ら
千
人
単
位
で
貨
車
輸
送
が
始
ま
り
ま

し
た
。
九
月
末
ご
ろ
黒
河
に
到
着
、
十
月
初
め
に
対
岸
の

ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
渡
り
ま
し
た
。
再
度
貨
車
で

移
動
し
、
一
週
間
く
ら
い
と
思
い
ま
す
が
、
バ
イ
カ
ル
湖

を
右
に
見
て
着
い
た
所
は
炭
坑
の
街
チ
ェ
レ
ン
ホ
ー
ボ
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
駅
に
近
い
収
容
所
に
入
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
三
千
人
く
ら
い
入
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

数
日
後
か
ら
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
石
炭
の
露
天
掘

り
で
す
。
三
十
人
く
ら
い
の
組
で
一
鉱
区
昼
夜
三
交
代
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で
、
八
時
間
に
六
〇
ト
ン
積
み
込
み
が
ノ
ル
マ
で
し
た
。

道
具
は
何
回
も
電
気
溶
接
で
修
理
し
て
あ
る
た
め
重
く
、

体
力
の
な
い
我
々
に
は
重
労
働
で
し
た
。
十
二
月
に
な
り

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
ろ
、
私
も
高
熱
が
出
て
発
疹
チ

フ
ス
患
者
の
仲
間
入
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
棟

に
は
大
勢
の
重
症
患
者
が
お
り
、
飯
ご
う
に
氷
を
入
れ
て

頭
を
冷
や
し
て
い
る
だ
け
で
薬
も
な
く
、
病
棟
の
入
り
口

に
い
た
私
は
、
毎
日
十
人
く
ら
い
が
亡
く
な
っ
て
い
く
の

を
見
送
り
ま
し
た
。
幸
い
私
は
二
週
間
く
ら
い
で
軽
症
病

棟
に
移
り
、
二
月
末
三
級
と
な
り
、
炊
事
勤
務
を
一
カ
月

し
た
お
か
げ
で
元
気
に
な
り
、
炭
坑
作
業
に
戻
り
ま
し

た
。し

か
し
、
再
度
発
熱
し
病
棟
に
入
り
ま
し
た
。
大
半
が

結
核
患
者
の
よ
う
で
し
た
が
、
患
者
た
ち
は
比
較
的
元
気

の
よ
う
で
し
た
。
五
月
に
入
り
患
者
全
員
呼
び
出
さ
れ
診

断
。
翌
朝
出
発
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
別
の
病
院
へ
移
送
さ

れ
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
翌
朝
収
容
所
下
の
引
込
線
に
貨

車
が
入
っ
て
来
て
、
最
後
尾
車
両
に
三
十
人
ほ
ど
と
乗

車
。
知
人
は
一
人
も
お
ら
ず
、
約
十
日
間
く
ら
い
で
ポ

セ
ッ
ト
港
に
着
き
ま
し
た
。
数
日
後
ソ
連
船
に
乗
り
朝
鮮

の
清
津
に
下
船
。
再
び
貨
車
で
出
発
、
着
い
た
所
は
古
茂

山
と
い
う
所
で
、
日
本
の
セ
メ
ン
ト
会
社
の
あ
っ
た
所
と

聞
き
ま
す
。
宿
舎
は
防
空
壕
跡
で
、
屋
根
も
な
く
、
ひ
ど

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
早
速
棒
を
渡
し
、
近
く
の
河
原
で
柳

の
枝
を
切
り
、
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
厚
さ
に
重
ね
て
屋

根
ら
し
き
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
病
弱
者
ば
か

り
な
の
で
、
毎
日
十
人
か
ら
二
十
人
の
仲
間
が
亡
く
な

り
、
裏
の
畑
か
ら
裏
山
の
中
腹
の
方
ま
で
埋
葬
し
ま
し

た
。
仲
間
の
中
に
六
十
人
ほ
ど
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
凍

傷
で
脚
を
切
断
し
、
松
葉
杖
を
使
う
人
た
ち
が
お
り
、
機

械
化
部
隊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
元
気
な
者
三

十
人
ほ
ど
は
、
セ
メ
ン
ト
鉱
山
や
収
容
所
の
ま
き
切
り
作

業
等
に
一
カ
月
く
ら
い
ず
つ
従
事
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
入
り
、
貨
車
で
興
南
ま
で
南

下
、
二
十
日
過
ぎ
こ
ろ
日
本
船
に
乗
船
、
佐
世
保
港
に
到

着
し
ま
し
た
。
復
員
手
続
き
を
経
て
十
二
月
三
十
日
、
郷

里
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
国
後
は
自
営
業
（
豆
腐
製
造
）
に
従
事
、
平
成
六
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（
一
九
九
四
）
年
廃
業
後
は
野
菜
作
り
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
を
趣
味
と
し
て
元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

抑

留

記
長
野
県

中

村

一

登

長
野
県
伊
那
市
日
影
に
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十

一
月
二
十
三
日
出
生
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
、
上
伊
那
農
業
学

校
卒
業
、
国
鉄
に
就
職
す
る
。

家
の
仕
事
は
養
蚕
と
水
田
農
業
、
家
族
は
祖
母
と
父

母
、
兄
弟
五
人
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
徴
兵
（
現
役
）、
大
阪
へ
集
合
し
た
。

そ
こ
で
軍
服
に
着
替
え
、
満
州
か
ら
迎
え
に
来
た
兵
隊
の

指
揮
下
と
な
る
。

部
隊
に
あ
り
外
部
と
の
接
触
も
全
く
な
く
、
根
こ
そ
ぎ

動
員
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
入
隊

後
、
朝
鮮
か
ら
の
現
役
兵
が
入
隊
し
て
来
た
と
い
う
こ
と

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
装
備
に
つ
い
て
は
鉄
道
隊
な
の

で
内
務
班
全
員
に
歩
兵
銃
二
人
に
一
つ
く
ら
い
だ
っ
た
。

ソ
連
軍
侵
攻
。
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
朝
午
前
一
時
ご

ろ
、
部
隊
で
就
寝
中
、
飛
行
隊
の
爆
音
ら
し
き
音
を
聞

き
、
そ
の
後
若
干
時
間
を
過
ぎ
た
こ
ろ
非
常
呼
集
の
命
令

が
あ
り
、
軍
装
を
大
至
急
整
え
て
営
庭
に
整
列
し
た
。
そ

こ
で
上
官
か
ら
、
ソ
連
が
参
戦
し
た
に
よ
っ
て
我
が
中
隊

は
直
ち
に
準
備
を
整
え
て
北
満
国
境
に
向
か
っ
て
出
動
と

の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
連
隊
中
我
が
一
二
中
隊
だ
け
が
八

月
十
二
日
、
北
満
国
境
へ
向
け
て
出
動
の
命
令
が
あ
り
、

本
部
隊
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
編
成
は
先
頭
に
機
関

車
、
物
資
輸
送
の
貨
車
、
兵
員
輸
送
の
貨
車
編
成
だ
け
で

あ
る
。

戦
闘
状
況
に
つ
い
て
。
列
車
が
ハ
ル
ピ
ン
を
出
て
黒
龍

江
省
黒
河
の
手
前
、
孫
呉
の
街
手
前
に
差
し
か
か
っ
た
と

き
、
敵
機
の
来
襲
に
機
関
車
は
じ
め
一
編
成
と
兵
員
の
壊

滅
的
打
撃
を
受
け
、
前
進
不
能
と
な
り
、
部
隊
も
バ
ラ
バ

ラ
と
な
り
、
北
安
ま
で
撤
退
の
命
令
が
あ
り
翌
朝
ま
で
線

路
伝
い
に
歩
き
続
け
た
。
昼
間
は
外
に
出
る
と
ソ
連
機
に
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